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メナード青山リゾートでの観察会
伊賀市　玉田 浩司

　2016 年伊賀市霧生のメナード青山リゾートから
「リゾートのイベントとして野鳥観察会を実施を考
えているので講師派遣をお願いしたい」という旨の
依頼があり、同年 4 月事務局から西村さんと私で打
ち合わせに出向きました。
開催の要項・趣旨以下の通りです。

1. リゾートへ泊りに来られた方やビジターの方を
　　含めて一般の方対象
2. 野鳥を通じてリゾート周辺の自然を楽しんで
　　いただく
3. スタートから終了まで 1 時間半程度でリゾート
　　内の遊歩道を歩く

　1年間下見を行い、昨年3回、今年1回の観察会を実
施しました。観察会の実施結果は以下の通りです。

  5 月 5 日（祝）晴　観察時間 9 時～ 10 時半　
　　　　　　　参加人数 26 名　観察鳥数　17 種
10 月 8 日（日）晴　観察時間 9 時～ 10 時半　
　　　　　　　参加人数   8 名　観察鳥数　  7 種
11 月 5 日（日）晴　観察時間 9 時～ 10 時半　
　　　　　　　参加人数   6 名　観察鳥数　14 種 
  5 月 5 日（祝）晴　観察時間 9 時～ 10 時半　
　　　　　　　参加人数 14 名　観察鳥数　18 種

　特に 5 月 GW の観察会は参加者も多く、望遠鏡や
参加者自ら双眼鏡でじっくり観察できた野鳥が多
く非常に喜んでいただけました。
　10 月 11 月はやや観察鳥数が少なくさみしい観
察会になりましたが、初めて実施するイベントでま
だ手探りのことも多く、来年以降実施時期を含めて
課題とすると担当者もおっしゃっていました。
　収穫としてはメナード青山リゾートという観
察フィールドを 1 年間通して下見をして知るこ
とができたことです。GW 時期にはヒタキ類、そ
の後はホトトギスやカッコウ、秋の渡りの時期
には再びヒタキ類や布引峠を渡るサシバ、10 月
に入るとノビタキ、11 月に入ると冬鳥が観察
できました。特筆する点はカケスの個体数が多
く、はっきりと観察できる点があげられます。

表紙の言葉
ヤイロチョウ

四日市市　三曽田 明

　憧れの鳥さんのヤイロチョウです。三重県で
の観察例もあり、近年は滋賀県での観察情報も
ちらほら。いつかは県森（三重県民の森）辺り
でも逢うことができないかと描いてみました。
　鳥を描いたのは初めてで、絵の具じゃなくて
ペンタブとパソコンでと初めてづくし。鳥さん
だけで疲れてしまい、土台の切株は県森のお気
に入りの切株の写真を元に、パソコンに描いて
もらいました。本当はこの辺りも水彩で描きた
いと思いつつ・・・。
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　打ち合わせを進める中で私だけでは気づかない
ことできなかったことを担当者の方から意見具申、
作成していただけたことも大きな収穫です。
　別添の参加者に配布する用紙は文章と写真を私
が提供し担当者の方が作成してくれましたが、野鳥
観察会に初めて参加される方には非常にわかりや
すいと感じます。支部主催・共催の一般の方向けの
探鳥会でも同様のものを作成してはいかがかと思
いました。また貸出する双眼鏡の接眼部分のラバー
をアルコール綿で拭くなどの細やかな配慮も行い
ました（他支部では実施しているところがありま
す）。
　観察会としていろいろ反省点は尽きませんが一
定の成果を上げることができたのではないかと
思っています。やはり継続してひとつのフィールド
を観察することは大切だと再確認しました。

配布された用紙

カケス
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表　メナード青山リゾートでの観察会と下見で観察された鳥類（2017-2018 年）

年 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2017 2018 2018 観察回数
日付 4/12 5/5 7/12 9/18 10/4 10/8 11/1 11/5 4/29 5/5 2016-2018

開始時刻 10:00 9:00 10:00 10:00 13:00 9:00 10:00 9:00 10:00 9:00 合計
下見 観察会 下見 下見 下見 観察会 下見 観察会 下見 観察会

キジ ○ ○ 4
カルガモ ○ 1
キジバト ○ ○ ○ 7
カワウ ○ ○ 2

ホトトギス ○ 4
ツツドリ ○ ○ 2
カッコウ ○ 3

トビ ○ ○ ○ ○ ○ 9
サシバ ○ ○ 2
コゲラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13

オオアカゲラ ○ ○ ○ ○ ○ 8
アオゲラ ○ ○ 2

モズ ○ ○ 4
カケス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

ハシブトガラス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17
ヒガラ ○ ○ 2

ヤマガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17
シジュウカラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13

ツバメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12
ヒヨドリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17
ウグイス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
エナガ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
メジロ ○ ○ ○ ○ ○ 9

ムクドリ ○ 　 ○ ○ 4
ジョウビタキ ○ ○ 2

ノビタキ ○ 2
イソヒヨドリ ○ 3
エゾビタキ ○ 1

コサメビタキ ○ ○ ○ 7
キビタキ ○ ○ ○ 3
オオルリ ○ ○ 2

キセキレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13
ハクセキレイ ○ 4

セグロセキレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16
カワラヒワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12

イカル ○ ○ ○ ○ 11
ホオジロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15

カシラダカ ○ 1
アオジ ○ ○ 2

確認鳥数 22 17 14 19 17 7 14 14 22 18
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第 300 回を迎えた木曽岬干拓地探鳥会
桑名市　近藤 義孝

マナーを守って野鳥の撮影や観察を楽しみましょう

　最近、事務局へ野鳥の写真撮影について苦情が寄せられました。ある会員さんが某所に出かけたところ、
カメラマンが野鳥の鳴き声を流しお目当ての野鳥をおびき寄せ撮影をしていたそうです。
野鳥にとって春は繁殖シーズン真っ盛り、いたずらに野鳥をおびき寄せることは繁殖活動の妨げにつながり
ます。また、繁殖シーズンでなくても野鳥の縄張り行動を混乱させるおそれがあります。
　野鳥撮影に熱中するあまりマナー違反していませんか ?　野鳥の観察や撮影は、野鳥の世界をのぞかせて
いただくという謙虚な気持ちで楽しみたいもの。下記のとおり「野鳥撮影の 7 か条」を記載しますので、い
ま一度自分の行動を振り返ってみましょう。

≪　野鳥撮影の 7 か条≫　
1. 野鳥の巣には近づかない
2. 野鳥を追い回さない
3. 珍鳥や人気の鳥の情報を公開しない
4. 周囲の人や撮影場所選びには十分な配慮をする
5. 餌付けや、環境改変は行わない
6. 自然にやさしいマナーを心がけよう
7. ストロボは使用しない
引用 :「マナーを守って野鳥撮影をもっと楽しもう - 野鳥撮影マナーブック -」
監修 : 公益財団法人日本野鳥の会 / 発行 : キャノンマーケティングジャパン株式会社
　　　https://www.wbsj.org/inform_img/2015/04/yachomana_manner.pdf

（事務局）

　日本野鳥の会三重で現在月例探鳥会として行わ
れている唯一の探鳥会である木曽岬干拓地探鳥会
が 2018 年 2 月で 300 回目を迎えました。25 年間
リーダーを続けてこられた名古屋鳥類調査会代表
の森井豊久さんに日本野鳥の会愛知県支部、日本野
鳥の会三重から感謝状の贈呈が探鳥会終了後行わ
れました。
　1993 年 5 月発行の「しろちどり創刊号」には、
愛知・三重合同木曽岬鍋田干拓地探鳥会が 1993 年
3 月 28 日 ( 日 )、天候は雨、開催時間 10 時から 12
時に開催され、50 名参加 ( 内 13 名が三重県 ) と
なっています。
　現在は第 4 日曜日に 9 時～ 12 時で実施していま
す。25 年間毎月行われてきました。日本野鳥の会
三重は一時期担当者がいなくなりましたが、その間
も多くの会員が参加していました。

森井豊久さんへ感謝状の贈呈

　愛知県は日本野鳥の会愛知県支部だけでなく、名
古屋鳥類調査会なども参加し、愛知県野鳥保護連絡
協議会の行事として行われています。

ハマシギ

ご寄付いただきました !
本会に匿名で多数の郵便切手をご寄付いただきました。会の事務費として大切に
使わせていただきます。ありがとうございました。　
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鳥羽船津町の太陽光発電計画

　鳥羽では市街地の背後の山中に山林を伐採し、
19.9 ha を改変して太陽光発電を計画していること
が明らかになった。改変面積が 20 ha 以下なので通
常のアセスの対象とならず、簡易調査で済ませてい
る。簡易影響評価書の縦覧が行われているが、それ
によるとサシバが生息している。調査は 2017 年 5
月に 3 日だけ行われ、サシバが計画地上空を飛んで
いる。また、2018 年 5 月 24 日当会会員によって
計画地上空でハチクマが観察された。
　当会は事業者に鳥類の生息を詳細に調査し、計画
を見直すよう事業者に申し入れをし、鳥羽市長中村
欣一郎氏にも申し入れを行った。さらに同日、鳥羽
市役所で記者発表をした。中日新聞伊勢志摩版、毎
日新聞にはカラー写真入で大きく取り上げられた。

地元では計画地が崩れやすい岩からなり、かつ、過
去にも水害があったことで、反対の声が上がっている。
	 （平井 正志）

　足見川メガソーラー建設計画の現状
四日市市　安藤 宣朗　

　環境アセスメント準備書に対する知事意見書で
は、「事業自体を実施すべきでない、特にサシバの
営巣中心が存在する東エリア（全体計画の約 70%）
は、いかなる代償措置を講じても生き物への大きな
打撃は、避けられず残すべきである」と指摘して
いる。
　日本野鳥の会三重は、4月16日に事業者との話合
いの場を持ち「県知事意見に沿った対応」をすべき
である事を要望した。環境省の指針では、営巣中心
から半径 500m 以内を保全エリアとし開発を避け
るべきであるとしているのに対し、事業者は、営巣
周辺の約 175m を保全エリアとする案を提示した。
当会としてこの案では、はなはだ不十分であり、と
てもサシバが生息繁殖できる条件でなく、猛省を促
した。
　この話合いがあった後、事業者は 5 月 7 日から
市、県の了解を得ないまま、建設予定地の竹林に重
機を入れて伐採を開始した。それも今サシバが営巣
中の東エリア側からである。
　サシバの繁殖にとって最も大切な時期であり繁
殖放棄の恐れがあるため、当会と地元自治会双方共
に、即刻、県、市の環境部門へ伐採中止を要請した。
　行政の現地視察を経て事業者への中止指導があ
り 5 月 14 日以降伐採が中断されている。

　当会は、事業者に対し次の 2 点を書面で通告した。
・竹林の伐採は 4 月から 8 月（5 か月間）のサシバ
繫殖期を避けること
・サシバの営巣中心から半径 500m 以内の竹林、森
林の伐採をしない事
　事業者は、H30 年末ごろから着手し造成に 2 年、
パネル設置に 2 年、4 年後に稼働を予定している。
今後、サシバの継続調査と事業者の動向、評価書の
内容を注視し、開発の抑制に向けて活動して行く。

計画地を飛翔するハチクマ

竹林の伐採状況
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しろちどり高解像度版 PDF はじめました
　野鳥の会三重のホームページ(以後HPと表記)で
は刊行後 2 年以前の会報誌しろちどりを PDF ファ
イルで公開しています。これは画質を落としたサイ
ズの小さいファイルでしたが、今後、解像度の高い
ものも発行時から公開することにしました。ただ
し、この高解像度版 PDF をダウンロードするには、
会員としてログインしていただく必要があります。

(1) ログインについて
　HP にユーザー登録済の方は、そのアカウントで
ログインしてください。ユーザー登録されていない
方でも 2018 年 7 月 1 日～ 7 月 31 に限り、
　ユーザー名　otameshi
　パスワード　otameshi
でログインできるようにします。この機会にぜひお
試しください。

(2) 高解像度版を提供する号
　7 月 31 日までは最新号 ( この 96 号 ) を公開、そ
の後 8 月 1 日以降に 90 号～ 95 号の高解像度版 PDF
を提供します ( 軽量版 PDF も )。
　HP にログイン後、【「会報「しろちどり」】メニュー

　ホームページに関するお知らせ 
～ しろちどり高解像度版 PDF はじめました / 繁殖調査入力のお願い　～

野鳥の会三重　編集部　

この 2つのメニューが
対応しています。ログインしてください

これを右クリックして、
「対象をファイルに保存」で PDF ファイル
をダウンロードできます。

ログインしないと
ここには何も表示されません。

ログインすると・・・

または【バックナンバー ( 近刊 )】メニューで表示
されるページでダウンロードできるようにしてい
きます。

(3)PDF のパスワード
　この PDF ファイルを開くにはパスワードが必要
です。このパスワードは、ダウンロード画面に表示
しています。下図の 95 号の例では
　2018hirenjaku
がパスワードです。発行年と表紙イラストがヒント
になっています。

繁殖調査入力のお願い
　2020 年まで行われる全国鳥類繁殖分布調査に野
鳥の会三重も参加していて、既に配布している「繁
殖記録用紙」で、みなさんから随時の繁殖調査報告
を受け付けています。
　HP からも繁殖調査の報告ができるようになって
いますので、ユー
ザ ー 登 録 済 の 方
は こ ち ら も ご 利
用ください。
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シギ・チドリ類の年齢・季節による羽衣の変化
―連載第 12 回　タカブシギ、クサシギ、イソシギ―   

津市　今井 光昌

　タカブシギ、クサシギ、イソシギは姿や生息環境が似ているだけでなく、立ち止まった時に尾
を上下に振るという動作をすることでもよく似ています。地味な冬羽から派手な色彩の夏羽に変
化するシギもいますが、この 3 種は夏羽でも灰褐色の目立たない羽色で、派手な夏羽のシギとい
うイメージがなく、地味です。地味なために冬羽では夏羽より識別が一層難しくなります。
　イソシギは留鳥で、北海道から九州まで繁殖しており、三重県でも一年中見ることができます。
タカブシギとクサシギは渡り鳥で、春秋に渡来し、水路や湿地などで越冬していますが、タカブ
シギはクサシギに比べると越冬数が少なく、観察できる機会が限られます。また、この 2 種は内
陸側で見ることが多く、海辺で見ることはまずありませんが、イソシギは内陸側でも海辺でも見
ることができます。地味な羽色の 3 種ですが識別点はいろいろあります。その一つが翼上面・下
面の色と模様です。

翼下面の比較

　類似の 3 種ですが翼を広げれば違いは一目瞭然
です。タカブシギの翼下面には褐色斑がありますが
全体としては白く見えます（図 1）。クサシギの翼
下面は全体がほぼ黒く見えます（図 2）。イソシギ
は翼上面に白い翼帯があり翼下面には褐色の帯と
太く白い翼帯があります（図 3）。
　 ま た、3 種 の 中 で は ク サ シ ギ が 最 も 大 き く
21-24㎝ です。タカブシギとイソシギは同サイズの
19-21㎝ ですが、タカブシギの方が足が長く背が高
いためイソシギより大きく見えます。大きさは同じ
場所にいた時には識別の目安になります。

図 1　タカブシギ 図 2　クサシギ

図 3　イソシギ
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尾羽の比較

　3 種は尾羽の模様が違います。タカブシギとクサ
シギは腰が白く尾羽も白いですが、尾羽にある黒褐
色の横斑の濃さや太さで両種を見分けることがで
きます。尾羽の横帯がタカブシギは 5-6 本で , クサ

図 4　タカブシギ 図 5　クサシギ 図 6　イソシギ

シギは 2-3 本が普通です。イソシギは腰が褐色で尾

羽は外縁だけが白いです。尾羽はこの 3 種の有効な
識別点と言えます。尾羽全体が見えない真横の姿勢
でも、尾羽の横斑が少し見えていれば識別点として
利用できます。

図 7　タカブシギ夏羽　2014.05.07 図 8　クサシギ夏羽　2013.04.27

図 9　イソシギ夏羽　2011.06.27

成鳥夏羽

　タカブシギ夏羽は羽縁の白斑が大きく（図 7）、ク
サシギ夏羽は白斑が小さく散在しています（図 8）。
タカブシギは白斑が大きいことで上面が明るめに
見え、クサシギの白斑は小さく散在しているため上
面が暗めに見えます。イソシギの上面は褐色で白斑
はなく黒い線模様で、タカブシギやクサシギとは白
斑の有無で識別できます（図 9）。タカブシギもク
サシギも夏羽は冬羽より顔から胸の縦斑が目立ち
ます。イソシギは下面の白色部が側胸に深く食い込
みます。また、タカブシギもクサシギも翼先端と尾
羽は同程度ですが、イソシギは翼先端より尾羽が大
きく突出します。
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夏羽後期

　夏羽も 7 月下旬頃になると摩耗が進み、タカブ
シギ（図 10）の上面の白斑も擦れて小さくなりま
す。クサシギとの識別が白斑の大きさだけでは難し
くなるので、他の相違点を探すことになります。タ
カブシギはクサシギより体がやや小さく足は長く
て黄色味が強いなどです。クサシギの足色は普通は

図 10　タカブシギ　2015.07.29 図 11　クサシギ　2015.07.29

図 12　タカブシギ冬羽　2014.12.08 図 13　クサシギ冬羽　2011.12.10

図 14　イソシギ冬羽　2015.12.17

緑色がかった黒色ですが、図 11 の個体では少し橙
味があります。また、タカブシギ夏羽は眉斑がぼや
け気味で眼の後方まで続いていますが、クサシギの
眉斑は眼の所で止まっています。嘴はクサシギの方
がやや細く長いです。

成鳥冬羽

　タカブシギ冬羽（図 12）は夏羽より上面の白斑
が小さく、羽縁になります。頭部から胸の縦斑も弱
くなります。クサシギ冬羽（図 13）も白斑が夏羽
より小さくなるため上面が一様な灰褐色に見え、イ
ソシギ冬羽（図 14）に似ます。頭部から胸の縦斑
も夏羽より弱くなります。イソシギ冬羽は夏羽に比
べ羽縁が白く、雨覆の羽縁に比べて肩羽の白い羽縁
の出は少ないです。
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幼鳥
　タカブシギ幼鳥（図 15-16）は眉斑が明瞭で眼の
後方まで伸びます。羽縁は軸斑によって分断して
おり白斑が点在しているように見えます。幼羽は

図 19　イソシギ幼鳥　2010.08.14 図 20　イソシギ第 1回冬羽　2010.08.14

黄色味を帯びた斑が多いですが、それは幼羽が新し
い間のことで、やがて退色して白くなっていきま
す。	

図 15　タカブシギ幼鳥　2010.08.14 図 16　タカブシギ第 1回冬羽　2009.12.08

図 17　クサシギ幼鳥　2010.08.14 図 18　クサシギ第 1回冬羽　2012.01.01
　クサシギ（図 17-18）は冬羽の羽先が尖っていま
すが、幼鳥の羽先は丸味があります。上面は暗褐色
で小さな不定形の斑が散らばり、成鳥冬羽のような
整然とした斑模様ではありません。クサシギも冬羽
は白斑ですが幼羽は黄色味があります。	

　イソシギ幼鳥（図 19-20）の羽縁は黄褐色でその
内側に黒帯があるのが普通ですが黄褐色が弱い淡
色の個体もいます。羽縁の色だけで冬羽と幼羽を判
別することはできません。
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図 21図 21

日本野鳥の会三重　2018 年度　総会

2017 年度　保護部活動報告
1. 足見川メガソーラーについて
　　　　四日市市で計画されているメガソーラー計画に対して、サシバなどの繁殖地を失うため
　　　反対をしている。安藤副代表、笹間理事を中心に取り組み。
　　〇 2017 年 6 月　臨時探鳥会を開催した。
　　〇 2017 年 8 月　「四日市市足見川メガソーラー事業に係る環境影響評価準備書」について
　　　意見書を提出した。
　　〇 2017 年 10 月 足見川メガソーラー事業中止の署名 5,261 名（県内 :4809　県外 :452）を
　　　四日市市長に提出した。
　　○ 2018 年 4 月 16 日　シーヴァエナージー金田氏に会い、再度計画撤回を申し入れた。
2. ミヤコドリ一斉調査
　　　　今井光昌さん、平井正志代表を中心に 2017 年から 2018 年の冬季に 3 回の観察を行った。
　　　2017 年 12 月 11 日（114 羽）、2018 年 1 月 9 日（125 羽）、2 月 10 日（115 羽）
3. 木曽岬干拓地チュウヒ保護のための活動
　　　　チュウヒサミット 2017 を 2017 年 11 月 18 日、名古屋市立大学、桜山キャンパスで開催した。
　　　全国から 115 名の参加があった。
　　　　木曽岬干拓地では昨年 (2017) は繁殖はなし、今年度も繁殖の兆候がない。3 年続けて繁殖失敗
　　　した後に繁殖していることもあり、来年度、再来年度に期待する。
　　　三重県は開発計画を保留した状態である。
4. 白猪山風力発電について
　　　　松阪市飯南町で計画されている風力発電事業について、クマタカの生息地であり、生態系に
　　　大きな影響が懸念される。 2018 年 4 月事業者に対し意見書を送付した。
5. ラムサール条約登録活動
　　　　三重県の海岸をラムサール条約湿地として登録するため、三重県、及び松阪市に働きかけた。
　　　三重県みどり共生　2018/3/15　　松阪市環境　2018/4/17
　　　県、市共に積極的姿勢は残念ながら見られなかった。

2017 年度　研究部活動報告
1. ガン・カモ・ハクチョウ類調査
　　　　県からの委託事業として実施できなかったが、当会の独自予算で例年通り調査を実施して、
　　　データは県へ無償で提供した。

最後に

　図 21 は 2009 年と 2010 年の 6 月 27 日に観察
したイソシギの夏羽個体です。普通のイソシギと違
い、嘴の 3 分の 2 がピンク色、羽色もピンク味があ
り足色も明るく、図鑑によくある一般的な説明には
あてはまりません。シギ・チドリを観察していると
時にこのような変わり者に出会います。図鑑の説明
も絶対的とは言えないことがあります。
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2. モニタリングサイト 1000 シギ・チドリ類調査
　　　春期、秋期、冬季の年 3 時期に実施　一部担当者を変更した。
　　【県内のサイト】
　　　一般サイト　城南干拓
　　　鈴鹿川河口～鈴鹿派川河口
　　　　　　　　　豊津浦～町屋浦
　　　　　　　　　香良洲海岸
　　　阪内川河口
　　　コアサイト　安濃川河口～志登茂川河口
　　　　　　　　　雲出川河口五主海岸
　　　　　　　　　愛宕川から櫛田川河口
3. 平成 29 年度カワウねぐらコロニー調査（県委託）
　　　平成 28 年度より予算の関係で年 1 回（3 月のみ）になった。
　　〇目的 :2006 年に 15 府県で中部近畿カワウ広域協議会が設立され、この協議会で検討する
　　　中部近畿カワウ広域管理のための基礎資料の収集を行う。
　　〇実施内容 :2006 年より調査している。
　　　県内全域において、県から指定されたねぐらコロニー 18 か所の営巣数、営巣地の状況、
　　　夕刻の帰還数から個体数を調査する。また新しいねぐらコロニーの情報収集を行う。
　　〇協力者 : 会員 15 名

2017 年度　編集部活動報告
1. 会報「しろちどり」2017 年度　以下のように発行しました。全てフルカラーでした。
　　　　　91 号　2017 年 4 月 1 日　  　24 ページ
　　　　　92 号　2017 年 7 月 10 日　　24 ページ
　　　　　93 号　2017 年 9 月 25 日　　24 ページ
　　　　　94 号　2018 年 1 月 1 日　　  20 ページ
　　　　　95 号　2018 年 3 月 10 日　　20 ページ
2. ホームページ
　　　　定期的な更新を行っています。特にトップページでは、以下のような記事をタイムリーに情報発信
　　　を行いました。（メガソーラー問題、木曽岬干拓地の問題、チュウヒサミット、探鳥会のお知らせ）

 2017 年度　事務局活動報告
1. 総会　　　　　　　2017 年 5 月 28 日（日）サン・ワーク津（津市勤労者福祉センター）
2. 理事会　　第 1 回　2017 年 5 月 28 日（日）サン・ワーク津（津市勤労者福祉センター）
　　　　　　　第 2 回　　　　　11 月 12 日（日）津市雲出市民センター
　　　　　　　第 3 回　2018 年 3 月　4 日（日）　玉城町中央公民館
　　　　　　　臨　時　　　　　　4 月　1 日（日）　三重県立総合博物館
3. 日本野鳥の会　第 25 回中部ブロック会議・石川
　　　　　　　2017 年 10 月 28 日（土）～ 29 日（日）　石川県 : 西田幾多郎記念哲学館　
4. 全国鳥類繁殖分布調査　　2016 年　～　2020 年まで　 三重県の状況

日本野鳥の会三重　規則（一部）改正
　　　　以下の規則改正を提案する。
　　　第 8 条（事業報告及び決算）　代表は毎事業年度終了後 2 ヶ月以内に事業報告、決算、
　　　財産目録、貸借対照表を作成し監事の監査を受け、理事会の決定を経て総会の承認を
　　　受けなければならない。
　　　2 ヶ月以内　⇒　3 ヵ月以内　　変更

シロチドリ
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2018 年度　保護部活動計画
　　〇足見川メガソーラー計画地でのサシバ繁殖観察などを行い、計画を進めることに反対する。
　　〇木曽岬干拓地のチュウヒ保護のための観察を継続する。
　　〇松阪市白猪山の風力発電事業、鳥羽市船津町で計画されている太陽光発電事業　などについて
　　　生態系保全の立場で取り組む。
　　〇ミヤコドリ一斉調査、コアジサシの繁殖調査（中部ブロック会議で実施することに）を行う。
　　○三重県海岸のラムサール条約登録のための活動を行う。

2018 年度　研究部活動計画
1. ガン・カモ・ハクチョウ類調査      　　　　　　　　　 例年通り調査を実施する。
2. モニタリングサイト 1000 シギ・チドリ類調査
3. 県委託　カワウねぐらコロニー調査　　　　　　　　　受託する予定

2018 年度　編集部活動計画
1. 会報「しろちどり」ひきつづき年間 4 号を発行する予定です。会員の皆さんの投稿を歓迎します。
2. ホームページ　　　　定期的な更新は継続し、タイムリーな情報発信に努めます。
　　　　　　　　　　　以下のコンテンツ ( 記事・情報 ) のを追加する予定です。
　　　　　　　　　　　・「三重県の身近な鳥」
　　　　　　　　　　　・会員限定 : 鳥類繁殖調査 ( 随時調査結果の報告サイト ) のデータ閲覧
　　　　　　　　　　　・会員限定 : 会報誌「しろちどり」の高解像度版 PDF

 2018 年度　事務局活動計画
1. 総会　　　2018 年 5 月 27 日（日）　三重県教育文化会館
2.　理事会　　4 回を予定
　　　　　　　第 1 回　　2018 年   5 月 27 日（日）
　　　　　　　第 2 回　　　　　　　   8 月
　　　　　　　第 3 回　　　　　　   11 月
　　　　　　　第 4 回　　2019 年   3 月
3. 日本野鳥の会連携団体全国総会    　　　　　　参加予定
4. 日本野鳥の会　第 24 回中部ブロック会議　　参加予定
5. 全国鳥類繁殖分布調査　　　　　　　　　　　引き続き実施する

　　なお、企画部の報告と計画については割愛しました。行事案内、
　探鳥会報告をご覧ください。

フクロウのヒナ 2 羽が巣立つ
津市　平井 正志

　一昨年当会で巣箱をかけた県内 2 ヶ所のうち、1 ヶ所は昨年に引き続き、今年もヒナが誕
生し、2 羽が巣立ちました。もう 1 ヶ所はまだ使われていないようです。残念ながら、カメ
ラマンの集中などを考慮して場所は公開できません。当会としては今後も巣箱を増やして行
きたいと思います。また、アオバズク用の巣箱も考えたいと思います。当面設置場所は少数
の会員だけに知らせ、公表はしない方針です。

イソヒヨドリ
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科　目 29 年度予算 29 年度決算 30 年度予算 備　考
一般・特別合算 一般・特別合算 一般・特別合算

< 事業高 >
支部会費 584,000 593,500 590,000 2000 円× 295 人
受託収入 788,400 345,280 291,600 カワウ 29 万、ガンカモなし

受取補助金 0 0 0 　
受取寄付金 0 3,000 0 　
事業高合計 1,372,400 941,780 881,600 　

事業利益 1,372,400 941,780 881,600 　
< 事業管理費 > 　 　 　 　

支払調査費 350,000 220,486 190,000 カワウ 19 万、ガンカモなし
雑損費 180,000 0 0 ガンカモなし
通信費 236,000 222,410 248,000 郵送料、電話料
印刷費 221,000 188,750 201,000 会報 4 回発行、行事案内等

消耗品費 103,000 57,487 82,000 封筒代他
賃借料 0 0 0 　
会場費 77,000 100,995 16,000 チュウヒサミット減
会議費 43,000 1,884 6,000 　

旅費交通費 318,000 252,868 358,000 旅行 10 万、中部 B9 万、ガンカモ 7 万
支払手数料 54,000 54,000 21,600 　
講師謝礼金 30,000 11,137 30,000 　

図書費 5,000 0 5,000 　
諸会費 5,000 5,000 5,000 　
雑費 24,700 31,514 22,000 　

事務費 30,000 10,000 10,000 　
保険料 16,000 11,900 15,000 　

一般管理費合計 1,692,700 1,168,431 1,209,600 　

事業総利益 -320,300 -226,651 -328,000 　
< 事業外収益 >

受取利息 200 17 0 　
雑収入 0 0 0 　

事業外収益合計 200 17 0 　

当期純利益 -320,100 -226,634 -328,000
< 税金等 >
法人税等 79,900 79,900 72,000 　

税引後利益 -400,000 -306,534 -400,000 　

日本野鳥の会三重　30 年度（2018 年）予算書
30 年度　自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日　　　　　　　　　　　　　　　　　単位 : 円
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脚注
  1.  11 月 22 日の記録では 1 番遅い記録である。
  2.  7 羽の記録は、今までの中で 1 番多かったと見ます。
  3.  20 羽程度のイカルの群れに混じっていて、警戒心が強く、高い木の上から降りてきません。
  4.  数年前は、はるか沖合で遠かったけれど今回は、目の前で泳いでいて夏羽に換羽しているのを確認できた。

野鳥の種類名 個体数 観察年月日 観察場所（三重県） 雄 / 雌 / などの
区別 記録報告者名 脚

注

クロハラアジサシ 1 2017 年 11 月 22 日 熊野市久生屋町 幼鳥 中井 節二 1
カラムクドリ 7 2017 年 11 月 6 日 御浜町神志山 雄雌 中井 節二 2
コイカル 1 2018 年 2 月   5 日 四日市市 垂坂公園 雌 今西 純一 3
ウミスズメ 9 羽 + 2018 年 2 月   2 日 津市白塚町白塚海岸 不明 山神 勝治 4
アカエリカイツブリ 1 2018 年 2 月   2 日 津市白塚町白塚海岸 不明 山神 勝治 5
ヒレンジャク 8 2018 年 2 月 21 日 津市柳山津興　 初認 前田 聰 6
カワアイサ 2 2018 年 2 月 21 日 大台町　七保大橋 雄・雌 平井 正志 7
カワアイサ 1 2018 年 2 月 21 日 大台町長ヶ大橋付近 雌 平井 正志 8
エナガ 2 2018 年 2 月 19 日 菰野町菰野　三滝川 成鳥 矢田 栄史 9
ツリスガラ 1 2018 年 3 月   3 日 松阪市高須町 初認 前田 聰 10
セイタカシギ 9 2017 年 11 月 25 日 鈴鹿市内 今西 純一 11
オオホシハジロ 1 2018 年 3 月   9 日 桑名市多度町 雌・成鳥 山神 勝治 12
ヤツガシラ 1 2018 年 2 月 27 日 四日市市西坂部町 堀田 正昭 13
ツグミ 1 2018 年 3 月 28 日 菰野町三滝川 矢田 栄史 14
ウズラ 1 2018 年 4 月   7 日 松阪市曽原町 成鳥 西村 四郎 15
シマアジ 1 2018 年 4 月   7 日 鍋田川 雄・成鳥 米倉 靜 16
サシバ 3 2018 年 4 月   1 日 員弁市藤原町 山神 勝治 17
シマアジ 1 2018 年 4 月   7 日 木曽岬町 雄・成鳥 山神 勝治 18
アカエリカイツブリ 1 2018 年 4 月 12 日 四日市市楠町派川 不明 山神 勝治 19
コマドリ 1 2018 年 4 月 13 日 津市榊原町地内林道 前田 聰 20
ハチジョウツグミ 1 2018 年 4 月 15 日 志摩市阿児町鵜方 雄 濵屋 勝則 21
コマドリ 2 ～ 4 2018 年 4 月 15 日 菰野町 三重県民の森 三曽田 明 22
カラムクドリ 4 2018 年 1 月 31 日 熊野市久生屋町 雄 1 雌 3 羽 中井 節二 23
ノジコ 1 2018 年 4 月 21 日 四日市市 垂坂公園 今西 純一 24
キビタキ 1 2018 年 4 月 22 日 四日市市 垂坂公園 雄　初認 今西 純一 25
アカハラ 1 2018 年 4 月 29 日 四日市市 垂坂公園 今西 純一 26
ビンズイ 1 2018 年 4 月 30 日 四日市市 垂坂公園 今西 純一 27
アカハラ 2 2018 年 4 月 30 日 四日市市 垂坂公園 今西 純一 28
ギンムクドリ 1 2018 年 4 月 21 日 熊野市久生屋町 雄 中井 節二 29
ツバメチドリ 7 2018 年 4 月 28 日 南牟婁郡御浜町 成鳥夏羽 中井 節二 30
コルリ 1 2018 年 5 月   6 日 四日市市 垂坂公園 雄 今西 純一 31
エナガ 8 2018 年 5 月   6 日 四日市市 垂坂公園 幼鳥 今西 純一 32
ハリオアマツバメ 2 2018 年 5 月 11 日 桑名市多度町 不明 山神 勝治 33
イソヒヨドリ 1 2018 年 5 月   4 日 四日市市市場町 雄 三曽田 明 34
ハチクマ 1 2018 年 5 月 24 日 鳥羽市船津町 雄 笹間 俊秋 35
ホトトギス 1 2018 年 5 月   5 日 度会郡度会町棚橋 雄　初認 小坂 里香 36
アオバズク 1 2018 年 5 月 16 日 度会郡度会町棚橋 初見 小坂 里香 37
アカツクシガモ 1 2018 年 1 月   9 日 御浜町志原 雌 中井 節二 38

野鳥記録　（2018 年 2 月 1 日から 2018 年 5 月 31 日までに報告があったもの）
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  5.  遠い海上で泳いでいたが、黄色い嘴でアカエリカイツブリだと解りました。
  6.  同境内では、毎年立派な宿り木があるため、ヒレンジャクの姿が確認されており、今季初見。
  7.  浅瀬で餌を取っていた。
  8.  堰堤の下で、潜り、餌を取っていた。
  9.  木の枝にあるクモの巣をみつけてびよーんとひっぱっていた。1 羽が終わるともう 1 羽も数日前から
　　巣材はこびを観察しているがクモの糸は今季初。
10.  昨年も同場所で 1 羽を確認しており、今季も初認した。
11.  2015 年までは春と秋の渡りの時期にたまに観察する程度だったのですが 2016 年度の冬から越冬する
　　ようになりました。2017 年の 2/4 に初認、2/26 が終認で、13 羽が越冬しました。今冬は 11/25
　　が初認で 2018 年 3/3 現在 9 羽が滞在しています。時期的に考えてボラ池にいた群れが こちらに
　　移ってきたのではないかと考えています。
12.  安濃川で見た雄の嘴の形状が強く残っていたので直観的にオオホシハジロだと確信した。嘴が黒く
　　ホシハジロのような青灰色の帯が無い。額から嘴先端まで直線的に細く伸びる。
13.  野菜畑を忙しく走り回りミミズなどを探しては食べていました。
14.  尾羽根が完全に欠落している。移動しても 100m もないくらい。飛んだところは見たことなし。
　　正常ツグミが接近するとおいまわしていた。
15.  渡りの途中でしょうか ? 草むらにいました。あまり動かず、見にくかったです。	
16.  5-6 年振り。
17.  春のタカの渡りの途中のようです。
18.  何か所もの池や川を探してやっと見つけました。
19.  派川の河口内部まで入ってきていました。	
20.  道路わきの小さな渓流に水を飲みに来たのか、突然現れ、しばらくして山の奥に移動した。
21.  志摩市には随分と久しぶりの 10 年ぶりの訪れの様です。
22.  2016/4/17 に全く同じ場所で囀りを聞いていましたが、初めて撮影することができました。
23.  1 月 31 日は、雄 1 羽雌 1 羽しか見なかったが 3 月 14 日 2 回目から 4 月 11 日まで 5 回見た。
　　今までホシムクドリ、ギンムクドリの越冬はあったがカラムクドリは、初めてです。
24.  桜の木を移動しながら採食、目先がやや黒っぽいので雄の第 1 回夏羽と推測します。
25.  初認です。前日はセンダイムシクイの囀りも聞いています。キビタキは例年幼鳥も見られるので
　　繁殖しているのだと思います。
26.  垂坂公園では 2012 年 4 月以来です。色がはっきりせず若い個体に見えました。	
27.  垂坂公園ではビンズイは通過のみで、2016 年 11 月以来の観察です。
28.  前日は 1 羽しか確認できなかったが、本日は 2 羽確認できた。雌か若い個体だと思います。
29.  夕方のため鮮明な画像でないのは、残念です。
30.  昔 16 羽来ていたことがありましたが、それに次ぐ飛来数でした。
31.  エナガが賑やかに鳴いている中で、よーく聞いてみるとコルリの囀りでした。
32.  エナガがとても賑やかに鳴いていたので、しばらく観察していると徐々に集まって団子になりました。
　　最大で 8 羽集まりましたがうまく並んだのは 6 羽でした。
33.  この時期にこの地で観察できたのは、珍しいのでは ?
34.  内陸部です。前回見たのは雌で、2017/4/8 の朝でほぼ 1 年ぶりの観察。
35.  山の斜面を観察していると獲物を探すように旋回していました。その後も飛翔していたので渡りでは
　　無いようです。
36.  今シーズン初認（初聴き）、翌日以降滞在中。通過ではなく繁殖個体です。
37.  今シーズン初見（初聴き）今年も繁殖が始まったか。例年より少し遅いようです。
38.  マガモなどと一緒にいた。
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ヤツガシラ : 堀田 正昭ツリスガラ : 前田 聡

ウミスズメ : 山神 勝治コイカル : 今西 純一

カラムクドリ : 中井 節二クロハラアジサシ : 中井 節二
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事務局だより
活動の記録（2018 年 3 月～ 5 月）
2018 年
　　　3/2　　　　会報　「しろちどり 95 号」　発行・発送作業
　　　3/4　　　　2017 年度第 3 回理事会を開催
　　　3/12　　　足見川ソーラー問題話し合い（北勢地区）
　　　3/15　　　中勢海岸のラムサール登録について県みどり共生課と話し合い
　　　3/18　　　白猪山風力発電計画説明会に出席
　　　3/　　　　　県委託 2017 年度カワウ・ねぐらコロニー調査
　　　3/　　　　　2017 年度決算
　　　4/1　　　　臨時理事会を開催
　　　4/4　　　　「平木・阿波風力発電計画」の事業者へ意見書を送付
　　　　　　　　　  「白猪山風力発電計画」の事業者へ意見書を送付
　　　4/10　　　足見川ソーラー計画地においてサシバ調査
　　　4/16　　　足見川ソーラー計画事業者・( 株 ) ジーヴァーエナジーと面談
　　　　　　　　　　足見川ソーラー問題について記者会見
　　　4/17　　　中勢海岸のラムサール登録について松阪市環境部と話し合い
　　　4/19　　　県へ白猪山風力発電計画について申し入れ
　　　4/22　　　木曽岬干拓地開発について説明会に出席
    　   5/6　　　　2017 年度決算について会計監査
　　　5/10　　　鳥羽ソーラー計画説明会に出席
　　　5/11　　　足見川ソーラー計画地での伐採作業について県・市へ中止要請
　　　5/28　　　鳥羽ソーラー計画について記者会見（鳥羽市役所）

ハリオアマツバメ : 山神 勝治

ノジコ : 今西 純一ウズラ : 西村 四郎

ハチジョウツグミ : 濱屋 勝則



- 20 -しろちどり 96 号 (2018)

今後の探鳥会予定（詳しくは行事案内、ホームページをご覧ください）

● 7 月 22 日（日）木曽岬干拓地探鳥会　雨天決行 !
開催地 / 愛知県弥富市　鍋田干拓地・木曽岬干拓地
集合　/　9:00　愛知県弥富野鳥園　　
解散　/12:00　集合地

● 8 月 18 日（日）揖斐川ツバメのねぐら入り探鳥会
開催地 / 桑名市　多度町福永
集合　/17:00 桑名市役所多度総合支所前 駐車場　　
解散　/19:00 集合地

● 8 月 26 日（日）木曽岬干拓地探鳥会　雨天決行 !
内容は、7 月 22 日と同じです。

● 9 月 9 日（日）　五主探鳥会　　　小雨決行 !
開催地 / 松阪市　五主海岸　
集合  / 13:30　   雲出川右岸堤防河口　
　　　　　　　   　　　五主海岸コーナー
解散  / 15:30　　現地

● 9 月 11 日（火）　
海蔵川で鳥見 ing!（バードウオッチング）
開催地 / 四日市市西坂部町　海蔵川沿い
集合　/　9:40　海蔵川代官橋　北詰　
解散　/12:00　集合地

● 9 月 22 日（土）　多度山タカ渡り探鳥会
開催地 / 桑名市　多度山 3 合目
集合　/9:00　多度山登山口駐車場　　　
解散　/12:00　集合地
● 9 月 23 日（日）木曽岬干拓地探鳥会　雨天決行 !
内容は、7 月 22 日と同じです。

● 9 月 29 日（土）　香良洲海岸探鳥会　小雨決行 !　
開催地 / 津市香良洲町　香良洲海岸
集合  /10:00　香良洲公園駐車場　　　　
解散  /12:00　集合地

● 9 月 29 日（土）答志島タカ渡り探鳥会※会員のみ
開催地 / 鳥羽市　答志島 ( 定期船で渡ります )
集合  /　7:30　鳥羽市佐田浜マリン

ターミナル (8 時乗船 )
解散  /11:30　現地（解散後 希望者昼食会）
備考  / 参加予約必要（10 名まで）　
　　　  小坂里香 090-6097-3283

● 9 月 30 日（日）　相津峠タカ渡り探鳥会
開催地 / 松阪市飯南町　相津峠
集合  /    8:30　道の駅「茶倉」駐車場　　　　
解散  /11:30　現地（相津峠）

● 9 月 30 日（日）　伊勢タカ渡り探鳥会　　　
開催地 / 伊勢市　伊勢やすらぎ公園
集合  /    7:00　やすらぎ公園納骨堂前　　　
解散  /11:00　集合地

● 9 月 30 日（日）　みつえ高原牧場タカ渡り探鳥会　　　
開催地 / 奈良県宇陀市曾爾村　みつえ高原牧場
集合  /　8:00　近鉄名張駅西口前　　　
解散 /12:00　現地
備考　/ 参加予約必要　
　　　　田中 豊成（090-4088-3164）
※現地まで乗り合わせで行く為、1 人 300 円を車提
供者さんに支払います。

オオホシハジロ : 山神 勝治 安濃川のオオホシハジロ

2 月から 3 月にかけてオオホシハジロが安濃川と多度町で確認されました。
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●両ヶ池探鳥会
2018 年 2 月 18 日（日）10:00 ～ 12:00
いなべ市大安町石榑東　両ヶ池公園
安藤 宣朗　参加者 11 名（会員 9 名）
オカヨシガモ、マガモ、カルガモ、ハシビロガモ、
コガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、カイツブ
リ、カンムリカイツブリ、カワウ、アオサギ、ノス
リ、モズ、ハシボソガラス、シジュウカラ、ヒヨド
リ、エナガ、メジロ、シロハラ、ツグミ、ジョウビ
タキ、スズメ、ハクセキレイ、カワラヒワ、シメ・
イカル、ホオジロ　計 27 種
　鈴鹿の山々は、昨日の降雪で真っ白、両ヶ池の湖
面に映る藤原岳がひと際美しい。鈴鹿おろしが肌を
刺す中、愛知県や松阪など遠方からを含め 11 人の
参加を得て、ゆっくりと湖岸を探鳥した。1 月中旬
に「かいぼり」で池の水を抜いたせいなのか ? カモ
の個体数は少なかったがハシビロガモやオカヨシ
ガモなど 7 種類を観察した。ただ、ここのお目玉で
あるミコアイサがみられなかったのは残念であっ
た。イカル、シメ、ツグミなど湖岸の小鳥などを含
めて 27 種類の野鳥を楽しんだ探鳥会であった。

●五十鈴公園探鳥会
2018 年 2 月 18 日（日）10:00 ～ 11:30
伊勢市　五十鈴公園
高木 正文　　参加者 16 名（会員 12 名）
カルガモ、カイツブリ、キジバト、アオサギ、イカ
ルチドリ、イソシギ、トビ、コゲラ、アオゲラ、ヒ
ヨドリ、エナガ、トラツグミ、シロハラ、ツグミ、
ジョウビタキ、イソヒヨドリ、スズメ、ハクセキレ
イ、セグロセキレイ、カワラヒワ、アオジ、ドバト　
計 22 種
・トラツグミ、アオゲラに会えた。全体的に種類は
少なかった。
・カワセミが見られなかったのは残念である。橋の
工事、川の土砂の撤去工事のため !

●横山池・安濃ダム探鳥会
2018 年 1 月 28 日（日）10:00 ～ 12:00
津市芸濃町　横山池・安濃ダム
落合 修　奧山 正次　参加者 14 名（会員 9 名）
オシドリ、ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、オナガ
ガモ、コガモ、ホシハジロ、キンクロハジロ、ミコ
アイサ、カイツブリ、アオバト、カワウ、アオサ
ギ、ダイサギ、オオバン、トビ、オオタカ、カワセ
ミ、モズ、カケス、ハシボソガラス、ハシブトガラ
ス、ヤマガラ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、メジ
ロ、ムクドリ、シロハラ、ルリビタキ、ジョウビタ
キ、スズメ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、ホオ
ジロ、アオジ　計 36 種
　風も無く穏やかな日に、14 名の方の参加となり
ました。安濃ダムにオシドリがいないので、どうし
ようかと思っていた所、なんと横山池にオシドリが
20 羽程いました。場所を移動し、安濃ダムでは、カ
モを（16 ～ 20）観察することなく、周辺の山の鳥
を観察しました。

●木曽三川探鳥会
2018 年 2 月 4 日（日）9:00 ～ 12:00
桑名市・海津市・愛西市　揖斐川・長良川・木曽川
笹間 俊秋　近藤 義孝　参加者 12 名（会員 5 名）
キジ、ヨシガモ、ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、
オナガガモ、コガモ、ホシハジロ、キンクロハジ
ロ、ミコアイサ、カンムリカイツブリ、カワウ、ア
オサギ、オオバン、タゲリ、ケリ、シロチドリ、カ
モメ、セグロカモメ、ミサゴ、ハイイロチュウヒ、
ノスリ、ハヤブサ、モズ、ハシボソガラス、ハシブ
トガラス、ヒバリ、ヒヨドリ、ムクドリ、カワガラ
ス、ツグミ、スズメ、ハクセキレイ、セグロセキレ
イ、ビンズイ、タヒバリ、カワラヒワ、イカル、ホ
オジロ、ホオアカ、アオジ、オオジュリン　計 42 種
　この日はよく晴れましたが、風が強く寒かっ
た で す。 背 割 り 入 り 口 に あ る 駐 車 場 で は シ ロ
チドリ 15 羽ほどが日向ぼっこしていて、その
近 く の 芝 生 で は ヒ バ リ、 タ ヒ バ リ に 混 じ っ て
ホ オ ア カ が い ま し た。 背 割 り で は 風 が 強 か っ
た 関 係 で ノ ス リ が よ く 飛 び、 ハ イ イ ロ チ ュ ウ
ヒ も 飛 び ま し た。 木 の 中 に は ハ ヤ ブ サ が 休 ん
でおり、みなさん熱心に観察されていました。

探鳥会報告（2018 年 1 月～ 2018 年 4 月）

チュウシャクシギ
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があり、今回が最後かもしれない探鳥会になりまし
た。

●偕楽公園探鳥会
2018 年 3 月 11 日（日）10:00 ～ 11:30
津市広明町　偕楽公園
岡 八智子　齊藤 加代子　参加者 15 名（会員 8 名）
キジバト、ノスリ、コゲラ、モズ、ハシボソガラス、
ヤマガラ、シジュウカラ、ヒヨドリ、エナガ、メジ
ロ、ムクドリ、シロハラ、ツグミ、ビンズイ、カワ
ラヒワ、イカル 　計 16 種
　ナラ枯れの為か大木が切られ明るくなり、又花見
の茶屋作りの準備が始まり鳥も少なかった。シロハ
ラ、アカハラ、トラツグミが見られた昔が懐かしい
です。　初心者の方がカワラヒワ、シジュウカラに
感動して頂いて、こちらも嬉しかった。上空でカラ
スに追われるノスリを見れたのが良かった。　

●海辺の鳥を観察しよう探鳥会
2018 年 3 月 11 日（日）9:30 ～ 11:30
津市一身田上津部田　三重総合博物館　および津
市高洲町　安濃川河口
共催団体 / 三重総合博物館・三重県環境学習情報セ
ンター
平井 正志　参加者 29 名（会員 2 名）
ヒドリガモ、マガモ、オナガガモ、ホシハジロ、キ
ンクロハジロ、スズガモ、ホオジロガモ、ウミアイ
サ、カワウ、アオサギ、シロチドリ、ミヤコドリ、
ユリカモメ、セグロカモメ、ハシボソガラス、スズ
メ、ハクセキレイ、セグロセキレイ　計 18 種
　博物館において、所蔵の剥製標本を見て、カモの
体の作りなどを学習した後、それぞれの車で安濃川
河口へ移動した。幸い、昨日までの強風は収まり、
春の日差しの中で鳥を観察することができた。ウミ
アイサは堤防のすぐ下まで、近寄って来て、ゆっく
りと観察することができた。また、ホオジロガモも
河口内で採餌していた。ミヤコドリは左岸にいて遠
かったが、69 羽を数えた。

●木曽岬干拓地探鳥会探鳥会
2018 年 2 月 25 日（日）9:00 ～ 12:00
愛知県弥富市 鍋田干拓地・木曽岬干拓地
共催団体 / 愛知県野鳥保護連絡協議会
近藤 義孝　笹間 俊秋　参加者 29 名（会員 14 名）
オカヨシガモ (47)、マガモ (5)、カルガモ (10)、ハ
シビロガモ (25)、コガモ (30)、ホシハジロ (6)、キ
ンクロハジロ (10)、カイツブリ (2)、キジバト (5)、
カワウ (15)、アオサギ (4)、ダイサギ (1)、オオバン
(23)、タゲリ (4)、ケリ (3)、タシギ (1)、ユリカモメ
(1)、カモメ (1)、セグロカモメ (1)、ミサゴ (4)、ト
ビ (1)、チュウヒ (2)、ハイタカ (1)、オオタカ (1)、
ノスリ (1)、ハヤブサ (1)、モズ (4)、ハシボソガラ
ス (80)、ハシブトガラス (20)、ヒバリ (15)、ヒヨ
ドリ (2)、ムクドリ (3)、シロハラ (1)、ツグミ (10)、
ジョウビタキ (2)、スズメ (100)、ハクセキレイ (2)、
セグロセキレイ (1)、タヒバリ (6)、カワラヒワ (2)、
ホオジロ (30)、アオジ (1)、ドバト (20)　計 43 種
　今回の探鳥会は、1993 年 3 月に第 1 回の探鳥会
を行ってからちょうど 300 回目でした。以前と比べ
て、観察できる鳥の種類も数も減ってきましたが、
それでも最初にハヤブサが鉄塔で観察できました。

●鈴鹿市役所・野鳥観察会
2018 年 2 月 25 日（日）10:00 ～ 12:00
鈴鹿市八野町　深谷公園
共催団体 / 鈴鹿市役所
藤井 英紀　市川 美代子　　参加者 29 名
ツグミ、ヒヨドリ、メジロ、ハシブトガラス、ハシ
ボソガラス、コゲラ、ヤマガラ、シジュウカラ、エ
ナガ、ジョウビタキ、カルガモ　計 11 種

●勝田池探鳥会
2018 年 3 月 4 日（日）9:30 ～ 11:30
玉城町勝田　勝田池周辺
西村 泉　濱屋 勝則　参加者 14 名（会員 14 名）
オカヨシガモ、カイツブリ、キジバト、カワウ、オ
オバン、トビ、カワセミ、コゲラ、ハシボソガラス、
ハシブトガラス、ヤマガラ、シジュウカラ、ヒヨド
リ、ウグイス、エナガ、メジロ、ムクドリ、シロハ
ラ、ツグミ、ジョウビタキ、スズメ、ハクセキレイ、
ビンズイ、カワラヒワ、ホオジロ、アオジ　計 26 種
　季節的にカモは少ないと予想していましたが、も
うほとんどいませんでした。種数はあったものの、
じっくり観察できたのはアオジとカワラヒワくら
いでした。長年、勝田池で探鳥会やガンカモカウン
トを行ってきましたが、ソーラーパネル設置計画 ダイゼン
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(20)、アオサギ (4)、ダイサギ (1)、オオバン (30)、
ケリ (10)、イソシギ (1)、カモメ (1)、チュウヒ (2)、
ノスリ (1)、カワセミ (1)、モズ (3)、ハシボソガラス
(30)、ハシブトガラス (20)、シジュウカラ (3)、ヒ
バリ (15)、ツバメ (2)、ヒヨドリ (4)、ウグイス (8)、
メジロ (4)、ムクドリ (30)、ツグミ (20)、ジョウビ
タキ (1)、スズメ (120)、ハクセキレイ (3)、タヒバ
リ (3)、カワラヒワ (30)、ホオジロ (8)、アオジ (4)、
ドバト (27)　計 38 種
　春になって、暖かいと言うより暑い日差しのもと
での探鳥会でした。鳥の数は少なかったのですが、
チュウヒをはじめ 38 種の鳥類を観察できました。

●篠田山探鳥会
2018 年 3 月 25 日（日）9:30 ～ 11:30
松阪市久保町　篠田山斎場
中村 洋子　西村 四郎　参加者 18 名（会員 15 名）
カルガモ、キジバト、ノスリ、コゲラ、ハシボソガ
ラス、ハシブトガラス、ヤマガラ、シジュウカラ、
ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、メジロ、シ
ロハラ、ジョウビタキ、イソヒヨドリ、カワラヒワ、
クロジ　計 18 種
　集合場所の駐車場では、ウグイスのさえずりが聞
こえるが『声はすれど姿は見えず』でした。でもコ
ゲラは皆様が近くで見る事が出来ました。車の通行
が多い為いつもの行程を半分にしましたので、観察
種は参加人数と同じでした。

●五主探鳥会
2018 年 4 月 14 日（土）9:30 ～ 11:30
松阪市　五主海岸・大池
西村 四郎　小野 新子　参加者 11 名（会員 11 名）
キジ、オカヨシガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、マガ
モ、カルガモ、ハシビロガモ、オナガガモ、コガモ、
ホシハジロ、キンクロハジロ、スズガモ、ウミアイ
サ、カイツブリ、カンムリカイツブリ、ハジロカイ
ツブリ、キジバト、カワウ、アオサギ、ダイサギ、
コサギ、オオバン、ケリ、シロチドリ、ミヤコドリ、
タシギ、オオハシシギ、ツルシギ、アオアシシギ、
イソシギ、ハマシギ、ユリカモメ、セグロカモメ、
ミサゴ、トビ、モズ、ハシボソガラス、ヒバリ、ツ
バメ、ウグイス、ムクドリ、ツグミ、スズメ、ハク
セキレイ、カワラヒワ、ホオジロ、アオジ、ドバト　
計 48 種
　集合時には、大潮と干潮が重なって堤防は潮干狩
りの車でごったがえしていました。毎年この時期に
探鳥会を行うのですが、こんなことはなく、採貝禁
止場所が多くなったしわよせがきていました。人を

●余野公園探鳥会
2018 年 3 月 11 日（日）10:00 ～ 11:30
伊賀市余野　余野公園
前澤 昭彦　南 一郎　参加者 10 名（会員 6 名）
トビ、コゲラ、ハシブトガラス、ヤマガラ、ヒガラ、
シジュウカラ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、メジ
ロ、アトリ、カワラヒワ　計 12 種
　異例なほど、野鳥の出現が少なかった。本来なら
出現鳥についてコメントしたいところですが、今回
は出なかった小鳥について書いてみます。
①ツグミ（芝生の上で餌探しをしていたはず）
②ホオジロ（そろそろさえずり始めている頃なの
に）③シロハラ（林の中で餌探しをしているはずな
のに）④ウソ（桜のつぼみをついばんでいるのに）
⑤ミヤマホオジロ、ビンズイ、ハクセキレイ、セグ
ロセキレイ（噴水の近くで餌探しをしているはずな
のに）まあこんな探鳥会も時にはあるかな。

●海蔵川探鳥会
2018 年 3 月 13 日（火）9:45 ～ 11:45
四日市市西坂部町　海蔵川沿い
川瀬 裕之　参加者 5 名（会員 4 名）
オカヨシガモ、カルガモ、コガモ、キンクロハジロ、
カイツブリ、キジバト、カワウ、ヒクイナ、バン、
オオバン、カワセミ、モズ、ハシボソガラス、ヒバ
リ、ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、ムクドリ、ツグ
ミ、ジョウビタキ、スズメ、ハクセキレイ、カワラ
ヒワ、ホオジロ、アオジ　計 25 種
　先日までの寒さがいっきに緩み春本番を思わせ
る陽気の中、今年度最後の探鳥会になりました。陽
気が良すぎたのか いつもの 3 分の 1 の人数での開
始となりましたが、早々にカワセミがお出迎えして
くれました。川面にはまだキンクロハジロやコガモ
が悠々と泳いでいましたが、耳を澄ますとひばり
の声やウグイスの声、上空にはツバメが飛び交う、
冬鳥から夏鳥に代わる途中のこの季節ならではの
光景でした。久しぶりにヒクイナの姿も見る事が出
来、また今年度最高の 25 種類をカウントして最後
を締めくくりました。

●木曽岬干拓地探鳥会探鳥会
2018 年 3 月 25 日（日）9:00 ～ 12:00
愛知県弥富市 鍋田干拓地・木曽岬干拓地
共催団体 / 愛知県野鳥保護連絡協議会
近藤 義孝　笹間 俊秋　参加者 29 名（会員 11 名）
オカヨシガモ (7)、マガモ (3)、カルガモ (20)、ハシ
ビロガモ (7)、コガモ (30)、ホシハジロ (1)、キンク
ロハジロ (7)、カイツブリ (7)、キジバト (7)、カワウ
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避け、堤防下へおりて観察を始めました。一見ス
ズガモばかりでしたが、各種カモがいるし、夏羽に
なっているカンムリカイツブリ、ハジロカイツブリ
等捜せばいろいろ発見がありました。その後、大池
へ移動し、ツルシギ 4、オオハシシギ 3、アオアシ
シギ 5 を確認しました。毎年徐々に少なくなってい
くけど、きてくれるだけで良しです。確認種は 48
と多かったですが、コムクドリやシマアジなど見ら
れた頃が懐かしく感じます。

●香良洲海岸探鳥会
2018 年 4 月 21 日（土）10:00 ～ 12:00
津市香良洲町　香良洲海岸
今井 光昌　今井 鈴子　参加者 27 名（会員 18 名）
キジ、ヒドリガモ、カルガモ、キンクロハジロ、ス
ズガモ、ウミアイサ、カンムリカイツブリ、キジバ
ト、カワウ、アオサギ、ダイサギ、コサギ、シロチ
ドリ、ミヤコドリ、チュウシャクシギ、オバシギ、
ユリカモメ、セグロカモメ、ミサゴ、トビ、モズ、
ハシボソガラス、シジュウカラ、ヒバリ、ツバメ、
ウグイス、エナガ、ムクドリ、コムクドリ、ツグミ、
スズメ、ハクセキレイ、カワラヒワ、ホオジロ、ド
バト　計 35 種
　穏やかな快晴で風もなく海は凪、探鳥会日和にな
りましたが、天気が良すぎて雲出川河口左岸からは
逆光でカモの識別がままならなかったのが少し残
念です。参加者 27 名の内 9 名が会員外であったこ
とも、うれしい限りでした。さわやかな春の天気に
楽しく探鳥会を終えることが出来ました。コムクド
リ 20 羽程が現れたのもサプライズでした。

●五十鈴川上流探鳥会
2018 年 4 月 21 日（土）6:30 ～ 8:00
伊勢市宇治今在家町　五十鈴川上流
杉原 豊　中西 章　　参加者 15 名（会員 12 名）
カルガモ、キジバト、カワウ、アオサギ、カワセミ、
コゲラ、アオゲラ、ハシブトガラス、ヤマガラ、シ
ジュウカラ、ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、
メジロ、ヒレンジャク、イソヒヨドリ、コサメビタ
キ、キビタキ、オオルリ、セグロセキレイ、カワラ
ヒワ、イカル、ホオジロ　計 24 種
　晴天に恵まれ神宮林の新緑の中を夏鳥 他の鳴声
を楽しみながら歩いた。桜の開花を始め花の開花が
一週間ほど早い今年の春でしたが、夏鳥の飛来は例
年どおりであった。解散後帰路にオオルリの姿を見
ることができた。

チュウヒ

編集後記
　日曜日の午後 8 時から放送されている大河
ドラマを見ていると効果音として鳥の鳴き声
が多く使われている。例えば戦国時代であれば
武将がタカを持っている場面ではオオタカの
鳴き声が聞ける。夜の場面ではフクロウ類やヨ
タカの鳴き声などが頻繁に使われる。
　春はキビタキ、初夏はトケン類、秋はモズな
どが使われている。この間は奄美大島が舞台
だったのでサシバの鳴き声が使われていた。見
ていると季節、環境、地域などを検討して忠実
に効果音として使われていて感心させられる。
　1 時間の番組中、何種類の鳥の鳴き声が聞け
るか数えてみて、その鳴き声から鳥の姿を調べ
てみるのも面白い見方であろう。

（T.S.）


